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 「子どもたちを一流の地域人に」                                                

 

日ごとに夏らしさが増してまいりましたが、皆さまお変わりなくお過ごしでしょうか。 

本年度のコミュニティ・スクール実施にあたり、6 月 29 日に第 1 回学校運営協議会を開催い

たしました。（協議会は、年度内に 3回開催予定） 

 今年度の運営協議会委員の皆様をご紹介いたします。（敬称略） 

（会 長）長谷川浄意（尾間木地区学校連絡協議会会長） 

（副会長）郡島 典幸（本校 PTA 会長） 

（委 員）松原 義夫（尾間木地区自治連合会副会長・駒形自治会長） 

（委 員）今井 正樹 (青少年育成尾間木地区会会長） 

（委 員）榎本 波子 (前民生委員） 

（委 員）上田 千代（前主任児童委員） ※ 

（委 員）大熊紗代子（主任児童委員） 

（委 員）岡野 清美 (土曜チャレンジスクール実行委員）   

（委 員）池田  仁 (本校元 PTA 会長） 

（委 員）風間  恵子（主任児童委員） 

（委 員）村田  寿一 (尾間木小学校長） ※          

（委 員）奥山  未来（本校保護者） 

（委 員）高久  正行（東浦和中学校長） 

（委 員）風間  泰宏（東浦和中学校教頭）  

（委  員）小島  文男（東浦和中学校 学校地域連携コーディネーター）  

 ※は今回欠席の方 

以下、第 1回学校運営協議会の概要を報告いたします。 

１，開会 ２，委嘱状交付 ３，校長挨拶 ４，会長・副会長選出と挨拶 

５，協議 

（１）校長より、資料をもとに令和 8 年度の学校運営に関する以下 5項目の基本方針並びに働

き方マスタープランに基づく「業務時間確保」と「ストレスチェック値の削減」に関して、

説明があり、学校運営協議会の承認を得ました。 

①教育課程の編成に関すること（年間行事予定表など） 

②学校経営計画に関すること（グランドデザイン） 

③予算執行に関すること（学校配当予算など） 

④組織の編成に関すること（教職員） 



⑤施設及び設備に関すること（現状と教育委員会への要望事項など） 

（２）校長より、学校自己評価システムシート等をもとに、本校の学習状況並びに生徒の意識

調査結果を踏まえた本校の現状と課題について報告がありました。 

（３）スクールサポートネットワーク（SSN）、地域貢献ボランティアについて 

学校地域連携コーディネーターより、令和 8年度、本校におけるスクールサポートネットワ 

ーク活動の取組における、地域貢献ボランティア活動について、資料に基づき説明がありまし

た。 

６，熟議 「今後の東浦和中学校の方向性」について 

  校長より本議案について、以下のとおり説明がありました。 

 〇委員の皆様から東浦和中学校の良い点、以前に比べて変わってきた点、改善したほうが良い

点など意見をいただき、それを起点として本年の 80 周年、今後の 100 周年に向かって、東中

がどんな学校を目指していくか熟議したい。 

〇2学期には生徒会からの今後の東浦和中学校への要望について、委員の方々と協議しながら

具体的にどんなことをやっていけば良いか考えたい。 

〇国は令和 13 年までにすべての中学校の土日の部活を地域展開する方針であり、これを踏ま

えて、今後どんな学校像が必要か考えるのは、とても重要なことと考えている。 

 

【グループ別協議】 

主に挨拶、ボランティアなどのテーマについて、現状と課題を踏まえたうえで、３つのグルー

プに分かれて熟議を行い、委員の方々から様々な意見をいただきました。 

以下は、各グループの意見の概要です。 

・東中は以前に比べ全体的に挨拶が少なくなった。挨拶の積極性が課題。 

・他の中学と比べ、東中の子は大人しい印象があり、それが校風になっているようだ。 

・学校・家庭・地域の連携が最近薄れていると感じる。 

・子どもたちの発意やアイディアを地域のイベントなどで活かしていきたい。 

・今年の体育祭での選手宣誓はすばらしい内容だった。こういうものを学校・家庭・地域が連

携して発信していくことで、「地域に愛される学校」につながるのではないか。  

・子どもたちそれぞれの得意分野を活かした何某かの成功体験の場を提供することが必要。 

・学校側も地域の行事に子どもたちと一緒に参加してもいい。 

・地域の人と「顔なじみ」になるという関係作りが大切。 

・挨拶、ボランティア、職場体験などを習慣づけることで、面接試験などできちんと自己アピ

ールできるような訓練をしておく。 

最後に会長より、挨拶が少なくなってきたということですが、東中らしさが薄れてきたのかと

思います。私の考えでは、部活に元気のあった頃、東中らしい活気があったように思います。こ

の先２回、３回と運営協議会で熟議を深めながら、お互いの共通認識として、最終的にいい方向

へ向かい、東中らしさが表に出てくるようになれば良いかなと思います。とのお話がありました。 

 

７，その他 諸連絡 次回以降の日程（変更の可能性あり） 

     ・第２回学校運営協議会 １１/２５（水） 

     ・第３回学校運営協議会  ２/２４（水） 

８，閉会 

          （文責 学校地域連携コーディネーター）  


